
























































































































































































































ゴ ゾ. ■ゾ ジ
asyahetohkSatriyanammahadutpatsyatebhayam//
tacchrutvasarvapaiIcalahpraneduhsimhasamghavat/


































































































































































ユ ｡ ゾ ゾ
raktatunganakhopetepTnaSronipayodhare//
ビーシュマは，規則に見受けられる作法に則って，弟であるヴイチトラヴ
イーリヤに，アンビカーとアンバーリカーとを妻として与えた。彼女たち
73(12)
2人の手を取ると，かのヴイチトラヴィーリヤは，〔それまでは〕ダルマ
を専らとしていたが，容姿と若さとによって驍らされていたので，カーマ
を専らとする者となった。更にまた，彼女たち2人は，背が高く，暗色で，
黒く波打った髪の毛をしていて，赤く長い爪をもち，豊かな尻と乳房とを
していた。
kauravalOO兄弟とpandava5兄弟との曽祖父にあたるSantanuには,2人の
妻がいた。Ganga女神からはBhTsmaが生まれ，漁師の娘SatyavatTからは
CitrangadaとViCitravTryaとが生まれた。SatyavatTの父親から王位継承権を
放棄するよう頼まれたBh丁smaは，生涯結婚しないとの誓いを立てる。また，
Citrangadaは早世する。残りのVicitravTryaに王家存続の期待が寄せられた
が，彼も息子を残さずに死んでしまった。そこで,SatyavatIの，前夫
ParaSaraとの間の息子，即ち,VicitravTryaの異父兄弟にあたるKrsna
DvaipaVanaが，残された妻であるAmbikヨとAmbalik豆との間に息子を儲け
ることになった。KFSnaDvaipayanaが恐ろしい形相をしていたので，
Ambik颪は両目を閉じ,Ambalikaは青ざめてしまった。Ambikaからは，盲
目のDhrtarastraが生まれ,kauravalOO兄弟の父親となった。Ambalikaから
はPandu(青白い者）が生まれた。papdava5兄弟の父親である。DevayanT,
Ambika,Ambalik訂の3人は，それぞれ,yadava,kaurava,pandavaの始祖の
母親である。この3人が§vam豆と呼ばれているのは，後に同族間で戦われる
戦争の暗示と思われる。
3.4ⅣaI"k"""α
Mtzh"M"γ"αには,kauravaとpandavaとの戦争にまつわる本筋以外の，
数々の物語が，エピソードの形で収められている。その一つ"""JOp"たﾙy""αで
は，ヒロインであるDamavantlを示す語として5回（同文の繰り返しを省く
と4回),6vam豆が用いられている。
MBh3、65．9-10:
yatheyammepur3d騨桓tatharUpeyamangana/
（〃）72
k"rtho'smyadyad"tvemamlokakantamivaSriyam//
pmmacandrananamSyamamcaruvWttapayodharam/
kurvantlmprabhaVadevImsarv3vitimiradiSah//
私が以前に見たあの女（ダマヤンテイー）と，この女は同様の容姿をして
いる。今や，私は目的を達成した。世の人々に慕われるシュリー女神にも
似た，この女に会えたので。満月のような顔をして，暗色で，愛らしく丸
い乳房をした（顔という満月が浮かび，愛らしく丸い雲が出ている夜)，
輝きによって，あらゆる方角を，闇のないものとしている王妃（女神）に。
Nisadha国のNala王は，弟との賭博に負けて王国を失い，妻のDamayantTと
共に行方不明になった。Damayantrの母親であるVidharbha国の王妃は，各
地にブラーフマナたちを派遣して,Damayantrを捜索した。そのブラーフマ
ナたちの1人であるSudevaが,Cedi国の宮廷でDamavantrと思しき女を発
見した。これは，その際のSudevaの独白である。MBh3.65.10は2重の意
味を有し,Damayant丁を夜の女神に比瞼している。
MBh3.66．1-8:
vidarbharaiodharmatmabhImobhlmaparakramah/
坐
suteVamtasvakalvanrdamavantrtiviSruta//
raiatunaisadhonamavrrasenasutonalah/
bharyeyamtasyakalyampunyaSlokasyadhrmatah//
savaidvnteiitobhratrahrtaraivomahlDatih/
O ジジ ユ
damayantyagatahsardhamnaprajflayatakarhicit//
tevaVamdamavantvarthamcaramahprthiv丁mimam/
■坐o
seVamasaditabalatavaputraniveSane//
今
1〆－一一了･1J
asyarupenasadgs1manuSlnenavldyate/
asy"caivabhruvormadhyesahajahpipluruttamah/
§yamayahpadmasamkagolakSito'ntarhitomaya//
malenasamvWtohyasyastanvabhrenevacandramah/
cihnabhritovibhUtVarthamaVamdhatr5vinirmitah//
耳■
71r7a1
イユ、角ロノ
pratipatkaluSevendorlekhanativirajate/
nac3svanaSvaternpamvapurmalasamacitam/
asamskWtamapivyaktambhatikaiIcanasamnibham//
anenavapuSabalapiplunanenacaivaha/
lakSiteyammayadevrpihito'gnirivoSmana//
ヴィダルバの王で，ダルマを専らとし，恐ろしい武勇を有するビーマとい
う人がいる。この幸福な女は，彼の娘で，ダマヤンティーとして広く知ら
れている。また，まさにニシャダ王で，ヴィーラセーナの息子であるナラ
という人がいる。この幸福な女は，彼の妻である。思慮を有するプニヤシ
ュロー力（ナラ）の。まさにその王は，賭博において，兄弟によって打ち
負かされ，王国を奪われ，ダマヤンテイーと一緒に立ち去ってしまい，ど
こにも〔行方が〕知られていない。そこで，我々は，ダマヤンティーを求
めて，この大地を歩き回っているのだ。その乙女が，このように，あなた
の息子の住居にやって来ている。容姿に関してこの女と同様の，人間の女
はこの世にはいない。そしてまた，この女の双の眉の中間には，生まれつ
きの，最高のほくるがある。夜の蓮の花同様に隠されているのが，私によ
って気付かれた。というのは，薄雲によって〔覆い尽くされた〕月のよう
に，汚れによって覆い尽くされてはいるが，この女の繁栄を意味する前兆
同然のものとして，これ（ほくる）が，造物主によって創造されたからだ。
生じたばかりで薄暗い月の線のように，さほど輝いてはいないが，この女
の美貌は失せてはいない。身体は，汚れによって覆い尽くされ，化粧をし
ていないとはいえ，黄金同様に歴然と輝いている。この身体によって，そ
してまた，このほ〈ろによって，この乙女が王妃であると，私は気付いた。
熱によって，隠された火に〔気付く〕ように。
3vaは,Cedi王母と王妃とに,DamavantTが正体を隠して侍女となってSudevaは,Ce y Tが止体を|篇
いることを告げる。MBh3.66.5eの§y百m百は，正確にはDamayantIの形容
ではなく，女性名詞「夜」として使用されている。ただし，この語はMBh3.
66.5cの代名訶idam女性形に対応するものとして用いられている。即ち，
（巧）70
Damayantrが夜，ほくるが蓮の花によって比嶮されているのである。MBh3.
666で，汚れで覆われたほくるが，薄雲で覆われた月に例えられているが，
これも,Damayant丁と夜との比嶮からの連想であろう。
MBh3.68.8-11:
vaiSamyamapisampraptagopayantikulastriyah/
3tmanamatmanasatyojitasvarganasamSayah/
rahitabhart:bhiScaivanakrudhyantikadacana//
visamasthenammdhenaparibhrastasukhenaca/
今
vatsatenaparitvaktatatranakroddhumarhati//
pranayatr5mpariprepsohSakunairhrtavasasah/
adhibhirdahvamanasvaSv3manakroddhumarhati//
学ご
satkFt5satkftavapipatimd"tvatathagatam/
bhrastaraivamSrivahrnamSvamanakroddhumarhati//
､ソ
たとえ困難に陥っていても，貞淑な名家の女たちは，自分を自分で守り，
天界を獲得する。〔この件に関しては〕疑いがない。そしてまた，夫たち
がいなくても，いかなる時でも，怒りはしない。困難に陥り，愚かであり，
そして，幸福を失った彼（夫）によって，彼女が見捨てられても，その件
に関して怒るのは相応しくない。生命の維持を望んだために鳥たちによっ
て衣服を奪われた，諸々の苦しみに身を焦がされている男に，暗色の女が
怒るのは相応しくない。正しく扱われようと，あるいはまた，不当に扱わ
れようと，そのような状態にある，〔即ち,〕王国を失い，栄華を失った夫
を見て，暗色の女が怒るのは，相応しくない。
自分の実家であるVidarbha国の宮廷に身を落ち着けたDamavant丁は，今度は
自分が，夫であるNalaを捜索する。即ち，諸方にブラーフマナたちを派遣し，
妻である自分を見捨てたNalaを，彼自身にしか分からないように批難する伝
言を語らせる。やがて,Pamadaというブラーフマナが戻って来た。その報告
によると,gtuparna王の御者であるBahukaが,DamayantTの批難に反応し
た。上の引用は，その時のBahuka(実は，変装したNala)の言葉である。
69(I5)
Nalaもまた,DamaVantrにしか分からないように，彼女の怒りが不当である
と弁明している。その弁明,MBh3.6810-11では，夫に怒っている女を
§yamaと呼ぶことによって，それがDamayantlであることを暗示している。
この弁明は,Vidarbha国の宮廷にBahukaとしてNalaがやって来た時，
卿
DamayantIの侍女KeSinIに，彼自身の口からもう一度語られる。
"""j"碓脚グ"αにおいて，§v且maという語によってDamayantlが示されるの
は，行方不明になっていたDamayantT自身とNalaとの本人確認の文脈でであ
る。Sudevaは,Syamaという特徴によりDamayantIを確認し,Bahukaは，
Damayantrを§yamaと呼ぶことによって，自分がDamayantIの特徴を知る人
物，即ち,Nalaであることを暗示した。
4二大叙事詩以降の状況
二大叙事詩以降に作られた文献で，男女の登場人物が§yama/Syam豆と形容
される場合，多くは人間以外の者であったり，二大叙事詩で既に
§yama/Syamョと形容されている人物であったりする。しかし，§yamaの注釈
となると，原義とは離れた説明がなされている。
K31idasa作の杼情詩Mどghα""(4-5c)では,yakslがsy目、豆と形容されて
b，フ
v劃oO
M電hα"",uttaramegha,22:
tanvr§v面m5SikharidaSanapakvabimbadharosth丁
ゴ ユ
madhveksamacakitaharinlpreksananimnanabhih/
ザ｡
§ronrbharadalasagamanastokanamrastanabhyam
“
yatatrasyadyuvativiSayes#Stiradyevadhatuh//
細身で，暗色で，歯は尖り，唇は熟したビンバの実のようで，細腰で，視
線は脅える牝鹿のようで，膳は凹み，尻という重荷のせいで歩みは気だる
く，両乳房のせいで少し屈み，あたかも乙女という領域における創造神の
最初の創造のような女が，そこにいるであろう。
ここに描かれているのは,vaksaの使者となった雲が伝言を伝える相手，即ち，
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離れ離れになっている愛妻である。これに対して,Mallinathaは，次のよう
に注釈する。
四
§yamayuvatih/:Syamayauvanamadhyastha'ityutpalamalayam/
§y目、豆は，乙女である。「§y豆、訂は，若さの最中にある女である」と『ウ
トパラマーラー」にある。
”
また,Magha作の叙事詩Sだ”"jα汐α鋤α(7c)では,KrSIlaがyadava族の女た
ちと水浴びをしている時の様子が描写される。
′
S葱”"ﾉαUα鋤α8．36：
anandamdadhatimukhekarodakena
Svam3vadavitatamenasicvamane/
ご
IrsvantvavadanamasiktamaDvanalDa-
エゴ L
“
svedambhahsnapitamajayatetarasyah//
暗色の女の顔が，非常に優しい男によって手の水を掛けられて，喜びを表
している時，嫉妬している別の女の顔は，〔水を〕掛けられていないにも
かかわらず，多量の汗という水を浴びせられたものとなった。
この韻文に対するVallabhadevaの注釈は，以下のとおりである。
”
Syamaprasmta/pradhanetyanye/
§y豆maは，出産していない女である。別の人々は「優れた女である」と
辛
いつ。
更に,R"沈亙yα"αに基づいて作られたB"娩陀"zly"(650以前）では,2ヶ所で
STt豆が§y面maと表現されている。
Bh"""W"5､18:
yoSidvFndarikayasyadayitahamsagaminl/
“
dprvakandamivaSyamanyagrodhaparima,ldala//
彼（ラーマ）の愛妻は，女たちのうちでも優れていて，ハンサ烏のような
歩き方をして，ドウールヴァー草の株のよう〔に細い身体〕で，暗色で，
ニヤグローダ樹の〔葉の〕ように丸い〔乳房または尻をした〕女であった。
Bh"""mﾉα8100:
67(18)
adyasTtamayadrStasnryamcandramasHsaha/
四
svapnesp:SantTmadhyenatanuh6yamasulocana//
今日，夢の中で，私によって，シーターが，月を伴った太陽に触れている
のが見られた。腰に関しては細く，暗色で，美しい目をした女が。
Bha雄"zly"8.100は,Lank目島に攪われたSTt目の監視役で，彼女に好意的な
Trijataの言葉である。月を伴った太陽は,Laksmanaを伴ったRamaが，
SIt且を救いに来る前兆となっている。
さて,Apteの辞書によると，これら2例の§yamaに対して，ある注釈では
次のように説明している。
6rtesukhoSnasarva'igrgrISmey3sukha訂tala/
“
taptakaficanavarnabhas3strT§yametikathyate//
寒季には全身が気持ちよく暖かく，夏季には気持ちよく涼しく，熔解され
た黄金の色のような女が，§y豆、豆であると言われる。
これらの注釈では，既に，§y目、颪の原義「暗色の〔女〕」は見失われ，女性を
意味する名訶と見なした上で，苦労して説明している。注釈文献の制作が盛ん
になった，中世もかなり後の頃には，女性を表す名詞としての§yamaが確立
していたのである。
元来，形容詞の女性形であった§y百m目が，ある種の女性を指す名訶になっ
た原因に関しては，推測するより他はない。筆者は，女性名詞「夜」としての
§yamaが大きく関わっているものと考える。
既に見て来たように,R互加”α"αでのSIta,"""Zop銃〃y""αでのDamayantrは，
§yama「夜」という語によって比Ⅱ前されている。叙事詩の成立期に引き続き，
カーヴィヤ制作の全盛期が訪れる。カーヴィヤでは，複雑な比嶮が好まれた。
ある女性の美しさを表現する場合，女性名訶で表される事物(夜など)を用いて
比ﾛ繭するのだが，その際女性の様々な身体部位（目・乳房など）も，同時に，
事物に関わりのあるもの（蓮の花・雲など）に例えられる。女性に対して複雑
な比嚥をする場合，§y面、豆「夜」という語は好都合であり，上述の用例以外に
も多用されたはずである。
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しかし，隠瞼として§yama「夜」が用いられる場合，隠嚥であると気付か
れなければ，ある種の女性を指す語だと誤解される可能性が生じる。二大叙事
詩では，登場人物である女性の特殊性を示すために§yｮ、豆「暗色の女」と形
容したのだが，先の誤解を基にすれば，この特殊性も見過ごされてしまう。叙
事詩自体に,Syamaに関する矛盾が生じていれば尚更である。
MBh3.144.10-12:
kathamveSmasugupteSusv3stlrnaSayanocita/
§etenipatitabhUmausukharhavaravammI//
sukumaraukathampadaumukhamcakamalaprabham/
matkWte'dyavararhayahSyamatamsamupagatam//
kimidamdyntakamenamayak:tamabuddhina/
adayak照りamcaratavanemggagan5yute//
守護された諸々の住居で，きちんと延くられた寝床に慣れた女が，と．うし
て，地上に倒れて横たわっているのだろうか。幸福に相応しい，優れた顔
色の女なのに。非常に柔らかな両足と，赤い蓮の花に似た顔とは，どうし
て，今日，私のせいで暗色になってしまっているのか。思慮がなく，賭博
を好み，クリシュナーを伴って，鹿の群がいる森を妨律っているとは，私
は，何故，このようなことをしてしまったのか。
賭博に負けて森を妨復うYudhisthiraの言葉である。ここでは,KIsn目の両足
や顔は，旅塵にまみれたか日焼けをしたか,Syamaになってしまったと述べ
られている。この部分から類推すれば,Krsn豆に対して用いられている形容
§yamaは，「暗色の」を意味し得ないことになってしまう。二大叙事詩やカー
ヴィヤでの§y豆、ョに関して何らかの説明を求められた注釈者たちが，用例か
ら推測した結果が，先に引用した様々な説明であると思われる。
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